
































学 位 の 専 攻
分 野 の 名 称













































































　本博士論文において伏田氏は、指標とした ERP および EFRP の特性を十分に活かした実験パラダイムを
用いた実験を一つ一つ丁寧に積み上げることによって、たとえ課題遂行には必要なくとも、高い身体的魅力
は我々の注意を捕捉することを明確に示した。本論文では、一貫して身体的魅力が注意に及ぼす影響に焦点
を当ててきた。しかし、この注意への影響から身体的魅力とは何か、あるいはそのメカニズムの解明に迫る
にはさらにいくつかのステップが必要であり、これらは氏の今後の課題であろう。他方、ERP・EFRP を指
標として注意捕捉を検討するここでの実験手法は、魅力以外にも、直接評価することが難しい心理過程を探
求することを可能にし、今後の研究の発展が期待されよう。
　以上、本論文審査委員３名は論文を慎重に審査し、また2020年１月27日に実施した公開発表会および口頭
試問の結果から判断して、伏田幸平氏が博士（心理学）の学位を授与されるにふさわしいとの結論に達しま
したのでここに報告いたします。
